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　人類が地上に登場して以来、豊かさ　　　北陸自動車道の開通は、首都圏や他県　　　箱で約2，500箱、石鐵をはじめとする

を求める人間の欲求は絶えることなく　　　への時閤を短縮し豊かな交通事情を　　　石器類や祭祀関係の石製品も多数出土

現在に至っている。食料を求め森を切　　　我々にもたらしたが、その豊かさの下　　　した。

り開き、居住空間を作り出す、こうし　　　には充分な手を加えられずに壊された　　　　この他に、現在建設中の巨大な溜池

た行為は規模や形態は多少変わっても　　　もの、また記録保存（記録破壊が正し　　　が本当に必要かどうかはまだ結論が出

現在でいう開発である。すなわち人類　　　いとする見方もある）の名目で破壊さ　　　ていないが、一部を残し遺跡はダムの

の歴史とは、過去から現在へ変わらず　　　れたものなど、多くの遺跡が眠ってい　’底となる。

に一貫した開発の歴史でφる。　　　　　　る。　　　　　　　　　　　　　　　　　この保存運動は成功を納めたとは言

　本来人類に豊かさを与えるはずだっ　　　　しかしながら、近年ようやく県内で　　　えないが、その後の県内の遺跡保存運

た開発が、現代に至って逆に危惧を抱　　　も遺跡の価値を見出し、必要以上の開　　　動の布石になり、その意義は大きい。　　r

かせるようになった。最近盛んに叫ば　　　発から遺跡を守ろうとする地域住民の　　　②蒲ヶ沢（ガワソ）遺跡群（新津市）

れるようになった自然保護や植物保護　　　動きが見られるようになった。それは　　　　この遺跡の保存運動は、遺跡群が立

等はその反映である。これらについて　　　県民の文化に対する価値評価の高まり　　　地する丘陵が東北横断自動車道の土取

は他に詳しいので譲るが、その他に　　　であると言える。その遺跡保存運動の　　　り場になったことに端を発する。こ

我々の先人が残した文化財破壊もその　　　概要を以下に述べる。　　　　　　　　　　の計画に伴い1987年秋に発掘調査が

例である。自然環境が我々の生活にと　　　①寵峯遺跡（中頸城郡中郷村）　　　　　　行われ、その結果、県内最大の古墳

って必要不可欠な居住環境であると同　　　　この遺跡には近隣に自衛隊関山演習　　　（内墳）や大規模の製鉄肚群をはじめ、

時に、文化財も心に豊かさを与える歴　　　場があり、ここには樹木がなく付近の　　　縄文時代の遺跡や弥生時代の集落跡が

史的環境を作りだす点で我々の生活に　　　農業用水の確保が困難であることか　　　発見された。こうして土取り予定地の

とってなくてはならないものである。　　　ら、防衛施設庁の予算でため池建設が　　　全体が遺跡であることが判明したので

しかし、寺院、仏閣、城等に代表され　　　計画された。その溜池の規模は巨大　　　ある。

るような建築物にっいてはその比では　　　で、貯水量271，000t、20数億円の費　　　　遺跡の重要性が明・らかにされたこと

ないが、発掘によって現れてくる埋蔵　　　用を要する。それに伴い、1984年の　　　により、地元では遺跡に興味を抱く人

文化財、すなわち地中にそQ痕跡を残　　　春から村教育委員会の主体で緊急発掘　　　が増え、1988年1月には「新津の古代

す文化財＝遺跡にっいては、道路、鉄　　調査が行われた。その結果、縄文時代　　と今を考える集い」（新古今集）が発足

道、最近ではゴルフ場等々開発の名に　　　後・晩期（今から3000年ほど前）の墓　　　し、保存運動を展開した。また89年4　　∠

おいて毎年莫大な数が姿を消してい　　　地、祭祀遺構、居跡を含む大遺跡であ　　　月には、約8，500名の保存要望の署名

る。最近では藤ノ木古墳や吉野ヶ里遺　　　ることが判明した。　　　　　　　　　　　が新津市長に提出された。

跡等が話題となり、一種の古代史ブー　　　　遺跡の重要性に鑑み、県内の考古学　　　　その後も発掘調査が継続して行わ

ムを呼んでいるが、全国で行なる発掘　　　研究者の連名による保存要望書と日本　　　れ、弥生時代の集落が、吉野ヶ里遺跡

の90％以上の遺跡が破壊を前提とし　　　考古学協会による保存要望書が関係当　　　と同じ性格を持った環濠集落（集落の

ている。現に吉野ヶ里遺跡でさえ、工　　　局に出され、その直後地元住民や研究　　　外側に溝を巡らす）であったことをは

業団地造域計画に伴い始められた発掘　　　者、愛好家、学生を含む「籠峯遺跡を　　　じめ、製鉄tilに関する重要な調査デー

調査であり、弥生時代の環濠集落がた　　　守る会」が結成された。ここに新潟県　　　タも得ることができた。

またま見っかり耶馬台国との関連が指　　　初の遺跡保存運動がスタートしたので　　　　遺跡の重要性やそれに対して盛り上

摘されたからこそマスコミが騒ぎ現在　　　ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　がりを見せた地元住民の保存運動によ

のように整備され、年間2QO万人を超　　　　こうした動きを背景に、防衛施設　　　り、古墳および弥生時代の環濠集落に

える人々が訪れているものの、本来は　　　庁、文化庁、県、村の4者で遺跡の一部　　　ついては新津市も保存をすることで合

調査後ただちに壊される運命にあっ　　　保存を合意し、1985年の春から86年　　　意した。ただし残念ながら製鉄趾の保

た。吉野ヶ里遺跡の幸運な例はごく　　　8月にかけて再調査が実施された。そ　　　存までは至らなかった。

稀な例である。特に本県のような土木　　　の結果、各種の配石遺構（150以上）、　　　現在、土取り用の道路が取り付けら

王国では、開発から貴重な遺跡を守ろ　　　土壌墓（約20）の他、集石、石垣状石　　　れ、土砂を積んだ大型ダンプが絶えず

うとする発想さえ生れにくかったよう　　　列、埋甕等の祭祀遺構が検出され、ま　　　往来している。

だ。開越自動車道や上越新幹線および　　　た遺物の量も莫大であり、工器片が平
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③取瞬蝋見蜘｝ご㌶ll一鋼つく1ら翻しようとす礁みた鋤嚇地の轍を秘めてい
　　こめ耳取山一帯はく右器時代く縄文　　　は運動あ理想でもあり、画期的なこと　　　る。さらに③耳取山遺跡群の場合は、

時代、弥生時代、平安時代からなる複　　　ある。なおこの会は現在も根強い運動　　　果たしてその地にゴルフ場が必要なの

合遺跡であり、なかには市の史跡に指　　　を続けている。　　　　　　　　　　　　か、という素朴な疑問を抱かせる。真

定されているものもあった。1986年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の開発とはこうした疑問や問題点を払

春に民間業者がこの丘陵一帯にゴルフ　　　　遺跡は先人が残した文化遺産として　　　拭してはじめて成立するのではないだ

場を主体とする総合スポーツ・レクリ　　　貴重であることは誰しもが疑いなく思　　　ろうか。

エ＝ションの基地開発を計画したた　　　うであろう。しかしその反面、開発に　　　　ここで開発側に求めることは、なん

め、あらためて同年8月から11月にか　　　とってみれば何かと規制を持たらす障　　　でもかんでもやみくもに開発するとい

瀞の分布および騨が勉・『畿繍歎繊を豊か露蹴ら懸膿譲
　その結果、新遺跡の発見が相次ぎ、　　にするためのものという点で本来の目　　　ほしいということである。

それととも1こ類例ρ少ない遺構や遺物　。　的は一致している。したがって、我々　　　　遺跡を含む文化財は再生不可能とい

搬出され赦議麹肺越鮨奔．の生活にと？ていずれ樋要であり・　う腰性の他、その自然と一体となっ
もの間、この丘陵に人々が住み続けた　　　どちらがを犠牲にしてもよいというも　　　てそこに住む人々の生き方（文化性）

ことをあらためて認識させた。　　　　　　のでもない。ただしここで注意してほ　　　を特色づける役割も果たしている。す

　遺跡の保存運動は、地元の歴史研究　　　しいのは、遺跡をはじめとする文化財　　　なわちそこの地域性・文化性を作り出

4団体に」ψ展開され、それに一部の　　Lは一度壊したら再生できないもの、代　　　す要因になっているのである。したが

地権者の反対も加わって、87年の11　　替性のないものであるということであ　　　って開発側は遺跡の持つ重要性を理解

月には業者側で開発計画の中止を宣言　　　る。開発1！）場合も、人々の生活に必要　　　するとともに、保存側はそれに応える

した。しかしその後も耳取山開発計画　　　不可欠で、その価値は遺跡のそれを上　　　形で協力し、お互いが補強し合いなが

は、手を変え形を変え浮上してくる兆　　　回るものもあるだろうが、往々して場　　　ら人々が求める真の開発を推進してい

しを見せており、余談を許さない状況　　　所の移動が可能なもの、代替性のある　　　くことが肝要であろう。

にある。　　，　　　　　　　　　　　　ものも見受けられ、なかには本当に　　　　遺跡と開発、この両者が調和しなが

　この遺跡の保存運動は、その後単な　　　人々の暮らしのとって必要なものか疑　　　ら共存していくことこそ、地域つく

る遺跡の保存運動ではなく、郷土の自　　　問を抱かせるものもある。①籠峯遺跡　　　り、快適な環境づくりにとって不可欠

、然環境と摩史的環境づくりへと目的を　　　の場合は・計画されているような巨大　　　な要素なのではないだろうか。

．発展させ、88年4月には自然愛好者を　　　な溜池が本当に必要なのか、また代替

．含め「見附の自然と遺跡を守る会」を　　　性の可能性はないのか、といった疑問　　　　　（文化財保存全国協議会全国委員）

発会させる。ヒあよちな保存運動を契　　　もあるし、②蒲ヶ沢遺跡群の場合もま

読書案内

　　　　　r生態学一概念と理論の歴史一』　°魅乏r轟錨謡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　思索社　￥5，800（旧価）

　僕が学生時代lt勉強したのは、主に湖沼の植物相。大学院　めて、生態学に関心がある。しかし、生態学とは一体何を研
では福島潟の植物にっいて調べた。それで、何かの発表会で　究する学問なのであろうか。どうも捉えきれない。何でもか
僕がしゃべることといったらく新潟県内の湖沼の植物にっい　んでも、その中に放り込んでしまえそうなのだ。

てである。いっだったかの小さな発表会の時、やはり、福島　　表題に掲げた本は、生態学の歴史をまとめたものだ。しか
潟の植物にっいて話をした。’質疑応答の時、湖沼の植物を守　し、僕は消化不良を起した。なにしろ、しっかりとした生態

る、あるいは、復活させるのにはどうしたらよいのか、とい　学の知識がない。それでも二っ、やはり、と思ったことがあ
う質問が出た。’こういう質問が出るであろうことは予想して　る。一っは、生態学はその歴史を通じて、農業？工業などへ
いたが、実は、こうじたことには触れたくなかった。僕のや　の実際的な応用と不可分の関係にあること。もっ一っは、ま

諺轟毒笛し馨3醐寿；重詫饗駕難晶騙鍵趨扇審熱1轡報箒獄走宏票駆簸熱響

奪謝瑠鵬繋鷹鷲募繰響慧な軸は何やらヌエのようだという印象を拭い去れなかっ
味がないではないか。そうかもしれない。　　　　　　　　　たどころか、確信さえした。あまりにも大きくて、複雑で、

　生態学、実によく分からない分野だ。僕がやったこともそ　いろいろなものが入り込んでいるため、正体が把握できな・

蜜謹麺全勇誌騰饒饗聾鰐ど怨塗葎鑛霧鵬灘懲髭雛誘璽離ゑe楼訟蠣鼻
にっいてまで。今やまた、生態学は脚光を浴びている。僕が　待もある。この化物は自然全体を一度に把握したいといっ、
勤める学校の生徒の中にも、将来、生態学を勉強したい、と　人間の夢の権化かもしれない。カバーにある、「不思議の国

いう者がいる。そうでなくとも、多くの生徒は環境問題に絡　のアリス』に出てくる猫の絵が、象徴的だ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（笹　川　通　博）


